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第58回カンヌ国際映画祭(最優秀監督賞/国際批評家連盟賞/人道賞)受賞

第18回ヨーロッパ映画賞(作品賞/監督賞/主演男優賞/脚本質/編集賞)受賞
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『橋の上の娘』夕、ニエル・オートゥイユ 『シヨコラ』ジ、ユリエット・ビ、ノシュ 『ピアニスト』ミヒャエル・ハネケ監督作品
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Y テレビ局の人気キャスターである

ジ、ヨルジュ(ダニエル・オートゥイユ)と

美しい妻アン(ジユリエット・ビノシュ)は、

息子ピエロと共に幸せな生活を送っていた。

そんなある日、ジョルジュの元に送り主不明のビデ、オテープが

不気味な絵と共に何度も届くようになる。

ビデオテープに映し出されるのは、ジ、ヨルジ、ユの家の

風景と家族の日常。回を追うごとに単なる映像が徐々に

プライペートな領域へとエスカレートしてゆく回

不安が恐怖へと変わっていくジョルジュと家族。

誰が何の目的で…?

やがてジョルジュはある速い日の記憶を呼び、覚ます。

記憶の底に隠された“無邪気な懇意"が

引き起こしたある出来事とは・・・そして息子がいなくなったー

第58回カンヌ国際映画祭(監督賞・国際批評家賞・人道賞)受賞

第18回ヨーロッパ映蘭賞(ヨーロピアン・フィ

(作品質・監督賞・主演男優賞・脚本賞・編集賞)受賞

第31図ロサンゼルス批評家賞(外国語映画賞)受賞

第4回サンフランシスコ映画批評家協会賞(外国語映画賞)受賞

第14回サウスイースタン映画批評家協会賞(外国語映画賞)受賞

・第26回ロンドン映画批評家協会賞(外国語映画賞・主演女優賞)ノミネート

第11回ブロードキャスト映画批評家協会賞(外国語映画賞)ノミネート

第31回セザール賞(監督賞・助演男優賞・脚本賞・新人賞)ノミネート

0監督・脚本:ミヒャエル・ハネケ「ピアニストJ(2001)rファニーゲームJ(1997)

。プロデューサー:マルガレート・メネゴス「葡萄酒色の人生 ロートレック J (1 998)

Oダニエル・オートゥイユ「メ lレシィ!人生 J(2000)r橋の上の娘 J(1999)

ジ、ユリエット・ビ、ノシユ「シェフと素顔と、おいしい時間 J(2002)r ショコラ J(200ω

ア二一・ジラルド「ピアニスト J(200 l) rレ・ミゼラブル J (1 995)

2005 年/フランス・オーストリア・ドイツ・イタリア/サスペンス・スリラー

1時間 59 分/原題: CACHt( 英題: Hidden)

ムービーアイ+タキ・コーポレーション共同配給

『ピアニスト』ミヒャエル・ハネケ監督が

描き出す人閣の深層・· .

カンヌ映画祭で監督賞を含む

3部門受賞を果たした

問題作がついにベールを脱ぐ
『隠された記憶』は、現代社会の裏に潜む閣を鋭く描き出した衝撃作。

斬新な映像トリックと複雑に練られた脚本からなるスリリングな

ストーリーもさることながら、現代社会に渦巻く個人的・政治的

抑圧に対する逆襲と当事者の無関心、といったまさに世界が直面する

テーマをも内包、カンヌ映画祭を始め各国で大絶賛を受け、

多くの賞を受賞している。

監督は、『ピアニスト~Wフアニー・ゲームJで日本でも独自の地位を

確立したヨーロッパ映画界の巨匠、ミヒャエル・ハネケ。

夫婦を演じるのは、 2度のセザール賞に輝く実力派俳優

ダニエル・オートゥイユ、『イングリッシユ・ペイシェント』で、

オスカ一女優となったジュリエツト・ピノシユ。

謎めいたオープニングから世界中を震憾させたラストまで、

る者の心をつかんで、離さない。


